
資源・エネルギー関連指標について

下水汚泥リサイクル率は、下水汚泥のマテリアルリサイクルの状況を評価。

（建設資材、緑農地、燃料化、その他）

下水汚泥エネルギー化率は、下水汚泥中の有機分を対象にサーマルリサイクルの状況を評価。

（バイオガス、燃料化、焼却廃熱）

下水道バイオマスリサイクル率は、H27改正下水道法における汚泥の再生利用の状況を評価。
（下水汚泥エネルギー化＋肥料利用）

新下水道ビジョンでは「下水道で消費するエネルギーを約1割削減する」ことを中期目標として掲載。
加速戦略においても「概ね20年で下水道事業における電力消費量の半減」を目標として取り組むことを明示。
⇒省エネ・創エネの取組に対する指標が整備されていなかったことから、新たな指標を用いて評価。

省エネ＝改築に伴う省エネ機器の導入、各設備の運転方法の工夫（スマートオペレーション）等

創エネ＝下水汚泥のサーマル利用（バイオガス発電、燃料化、焼却廃熱）、太陽光発電、小水力発電等

指標 評価対象 施策との関係性

下水汚泥リサイクル率
下水汚泥のマテリアル利用

（建設資材、肥料利用、燃料化、その他）
・汚泥減量化の努力義務（下水道法）

下水汚泥エネルギー化率
バイオマスのサーマル利用
（バイオガス、燃料化、焼却廃熱）

・下水処理場のエネルギー供給拠点化
・社会資本整備重点計画目標値30％（H32）

下水道バイオマスリサイクル率
バイオマスのサーマル利用

＋肥料利用
・燃料化・肥料化の努力義務（下水道法）
・国土交通省生産性革命目標値40％（H32）

ＲＥＣ（単位水量当たり
実質エネルギー消費量削減率）

2015年（H27）を基準年とした
省エネ＋創エネ

・下水道事業における電力消費量の半減
（新下水道ビジョン、加速戦略）

tsuchiya-m2cb
資料４



 
 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資源・エネルギー指標案について 

（REC の算定方法） 
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1. 単位水量あたり実質エネルギー消費量(REC)の算定 
省エネルギー化、創エネルギーを総合的に評価でき、発電等のエネルギー効率の評価も可

能となる指標として、単位処理水量あたり実質エネルギー消費量(仮称、Real Energy 
Consumption：REC)を定義し、エネルギー最適化の検討について評価を行った。 

単位処理水量あたり実質エネルギー消費量(以下、REC)は、単位量当たりの下水処理場で

消費したエネルギー(水処理及び汚泥処理)から、消化ガス発電や固形燃料化、焼却熱発電など

により回収した創エネルギー量を差し引くことで算定が可能である。 
 
(算定式) 

単位水量あたり実質エネルギー消費量＝
( )消費エネルギー量 ℎ 年 − ( )創エネルギー量

( )処理水量
 

 
REC の算定対象のイメージ図を下図に示す。 
 

 

図 1-1 REC 算定対象のイメージ 
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(A) 消費エネルギー量 
水処理から汚泥処理までにかかった電力消費量及び外部燃料消費量を電力換算して

計上する。消費電力、化石燃料消費量、汚泥輸送(広域化、処分等)に用いる燃料消費量

を kwh 換算(1kWh＝3.6MJ)して算定している。 
 

① 消費電力 

下水道統計から、場内ポンプ、水処理、汚泥処理、その他の 4 項目の消費電力を抽出 
 

 
 

図 1-2 下水道統計(06-6)より消費電力の参考箇所 
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② 化石燃料使用量 

下水道統計から、化石燃料の使用量から算定。対象の化石燃料と、熱量換算係数(単位

発熱量、MJ)を下表に示す。 

表 1-1 対象とする化石燃料 

化石燃料 熱量 参考 
特 A 重油 39.1 MJ/L ・使用量 

下水道統計 
・熱量 
温室効果ガス総排出量算定方法ガイドライン､H27､環境省 

A 重油 39.1 MJ/L 
灯油 36.7 MJ/L 
軽油 34.6 MJ/L 
ガソリン 34.6 MJ/L 
コークス 29.4 MJ/kg 
都市ガス 43  MJ/㎥ 
プロパン

ガス 
99  MJ/L LP ガスの基礎知識、経産省 HP 

http://www.lpgpro.go.jp/guest/learning/basic/02_04.html 
 

 

 

図 1-3 下水道統計(06-6)より A 重油の使用量の参考箇所 
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③ 汚泥輸送に用いる燃料消費量 

汚泥の処分、集約をする際の輸送に要するエネルギー（ガソリン使用量等）を消費エ

ネルギーとして算定。輸送方法、輸送量、輸送距離は下水道資源有効利用調査を参考と

した。算定方法を下表に示す。 

表 1-2 汚泥輸送の算定方法 

輸送方法 算定方法 参考 
車両輸送* 4t ト ラ ッ ク で 輸 送 、 燃 費

7.8km/L と仮定し算定 
自動車燃費一覧､H29､国交省より 
4t トラックの燃費の平均値 

鉄道輸送 鉄道輸送量当たりの燃料発熱量

0.491(MJ/t･km)と仮定し算定 
荷主の省エネ推進の手引き､H23､
資源エネルギー庁 

海上輸送 海上輸送量当たりの燃料発熱量

0.555(MJ/t･km)と仮定し算定 
管路輸送 圧送の場合に、ポンプ稼働に要す

る電力は消費電力量で計上して

いるため「0kWh」と仮定 

 

*エネルギー使用量＝輸送距離/燃費 × 単位発熱量 
(輸送距離＝輸送回数 × 処理施設までの距離 
輸送回数＝年間発生汚泥量/荷重量(4t) 小数以下を切り上げて算定) 

 

図 1-4 下水道資源有効利用調書(7 章調査票 04)より、民間委託処理の場合の汚泥発生量、輸送

方法、輸送距離の参考箇所* 

*公共への委託の場合は、下水道資源有効利用調書(8 章調査票 05)を使用  
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(B) 創エネルギー量 
下水道事業において創出されたエネルギーの内、売電等によって下水処理場外で利用さ

れたものを計上する。 
・場内利用する回収エネルギーは、(A)から差し引くこととし、(B)として算出しない。 
・エネルギー回収の例：バイオガスとしての利用(発電、都市ガス注入等の処理プロセス以

外に活用するもの) 
創エネルギーの対象を下表に示す。 

表 1-3 創エネルギーの算定対象 

創エネルギー 概要 出典 
消化ガス 売電した分を計上 下水汚泥有効利用調査､H27､

国交省 風力 売電した分を計上 
太陽光 売電した分を計上 
小水力 売電した分を計上 
焼却熱 処理場外部、廃熱発電に利用した有効利

用熱量を計上 
固形燃料 製品の発熱量×生成量 から算定 
導管注入* 導管注入したガスをエネルギー換算し

て計上 
*消化ガスの発熱量は 21MJ/㎥ とした。(下水道施設計画・設計指針と解説 後編 2001 

年度版より) 

 

図 1-5 下水道資源有効利用調書(11 章調査票 08)より創エネルギーの参考箇所* 

*導管注入は 10 章 07 を使用  



6 
 

(C) 処理水量 
下水道統計より、当該処理場の年間処理水量を参照。 

 

 

図 1-6 下水道統計(06-4)より、年間処理水量の参考箇所 
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1.2 事業者単位の REC の算定 
都道府県や市町村といった下水道事業者単位で REC の評価を行う際には以下の算定方法とし

た。また、汚泥処理施設(スラッジセンター等)においても同様に集約対象となる処理場を対象に同

様の算定方法とした。 
 

単位水量あたり実質エネルギー消費量＝
( )消費エネルギー量 ℎ 年 − ( )創エネルギー量

( )処理水量
 

 
(A) 消費エネルギー量 
事業範囲内の下水処理場で消費した総消費エネルギー量、汚泥輸送を自治体内で行っている

場合においても消費エネルギー量として計上する。 
 

(B) 創エネルギー量 
事業範囲内の下水処理場で消費した総創エネルギー量 

 
(C) 処理水量 
事業範囲内の下水処理場における総処理水量 

 
複数の処理場を保有する事業者における、REC の算定方法のイメージを下図に示す。 

 

 図 1-7 REC 複数処理場を保有する事業者における算定イメージ 
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2. 全国処理場における総単位水量あたり消費エネルギー量の算定 
平成 17 年度および平成 27 年度における、全国の下水処理場における総単位水量あたり消費エ

ネルギー量(REC)の算定し、10 年間での下水処理場における消費エネルギー量、処理水量および

創エネルギー量の状況を整理した。 
 

2.1 算定結果 
REC の算定結果を下表に示す。 

表 2-1 H17 年度および H27 年度における REC の算定結果 

 

  

  

図 2-1 REC の算定結果 

処理水量が増加したにも関わらず、消費エネルギー量の減少が見られた。REC は約 0.13(kWh/
㎥)減少と大幅な変化が見られた。 

H 17年 H 27年

消費電力(M W h/年) 6,230,000 6,240,000

化石燃料由来エネルギー(M W h/年 ) 1,760,000 1,200,000

輸送に要するエネルギー(M W h/年 ) 20,000 40,000

        消費エネルギー小計(M W h/年 ) 8,010,000 7,480,000

処理水量(千㎥/年) 13,660,000 15,480,000

創エネルギー量(M W h/年 ) 20 390,000

R EC (kW h/㎥ ) 0.59 0.46


